
§５．恒久対策後の管理方針

ニーブレースと下弦材接合部、支承部補剛リブの亀裂対策の実施により、伊達橋の安全性を確保する対策が完了する。

モニタリング結果、およびビデオカメラによる監視等により異常が見られないことや、大型車迂回要請等の社会的影響を鑑みて、本委員会において疲労耐久性向上対策方法の了承が得られ次第、

速やかに大型車迂回要請等の措置を解除し、全車両に対する一般供用を再開する。

一般供用再開後は、一般の橋梁と同様に定期点検により管理するものとし、管理方針を図-5.1 に示す。

ただし、亀裂自体は残っていることをかんがみて、万が一に備えて代表箇所のビデオカメラによる監視は継続することとする。

＜恒久対策方針および対策後の管理方針＞

図-5.1 恒久対策方針および対策後の管理方針

1．横桁上フランジと垂直材接合部
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（参照図）
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2．ニーブレース・ガセットと下弦材接合部
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（参照図）
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ガセットと垂直材接合部（下面）に沿った塗膜割れ
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